
 令 和 ５ 年 度  第 ２ 回 
工 事 担 任 者 試 験 問 題  種

別 第一級アナログ通信 
 

注  意  事  項  

１  試験開始時刻        １１時００分 

２  試験科目数別終了時刻 
 科 目 数 １  科  目 ２  科  目 ３  科  目 

 終 了 時 刻 １ １ 時 ４ ０ 分 １ ２ 時 ２ ０ 分 １ ３ 時 ０ ０ 分 

３  試験科目別の問題番号ごとの解答数及び試験問題ページ 
 

科       目 
 問 題 番 号 ご と の 解 答 数  試 験 問 題 

 第 １ 問 第 ２ 問 第 ３ 問 第 ４ 問 第 ５ 問 ペ ー ジ 

 電 気 通 信 技 術 の 基 礎 ４ ５ ４ ４ ５ Ａ － 1 ～  6 

 端末設備の接続のための技術及び理論  ５ ５ ５ ５ ５ Ａ － 7 ～ 11 

 端末設備の接続に関する法規 ５ ５ ５ ５ ５ Ａ － 12 ～ 17 

４  受験番号等の記入とマークの仕方 

(１)  マークシート（解答用紙）にあなたの受験番号、生年月日及び氏名をそれぞれ該当枠に記入してください。 

(２)  受験番号及び生年月日に該当する箇所を、それぞれマークしてください。 

(３)  生年月日の欄は、年号をマークし、生年月日に１桁の数字がある場合、十の位の桁の「０」もマークしてください。  

[記入例]  受験番号  ０３Ａ９２１１２３４               生年月日  平成３年４月５日 
              

 
 
 
 
 
 
 

 

５  答案作成上の注意 

(１)  解答は、別に配付するマークシート（解答用紙）の該当欄の正解として選んだ番号マーク枠を、黒の鉛筆（ＨＢ

又はＢ）で濃く塗りつぶしてください。 
① ボールペン、万年筆などでマークした場合は、採点されませんので、使用しないでください。 

② 一つの問いに対する解答は一つだけです。二つ以上マークした場合、その問いについては採点されません。 

③ マークを訂正する場合は、プラスチック消しゴムで完全に消してください。 

(２)  免除の科目がある場合は、その科目欄は記入しないでください。 

(３)  試験問題についての特記事項は、裏表紙に表記してあります。 

６  合格点及び問題に対する配点   

(１)  各科目の満点は１００点で、合格点は６０点以上です。 

(２)  各問題の配点は、設問文の末尾に記載してあります。  

マークシート（解答用紙）は、絶対に折り曲げたり、汚したりしないでください。 
 

 

受 験 番 号 

（控 え） 

（今後の問い合わせなどに必要になります。） 

   

次ページ以降は試験問題です。試験開始の合図があるまで、開かないでください。 

正答の公表は１１月２９日１０時以降の予定です。 

合否の検索は１２月１８日１４時以降可能の予定です。 
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Ａ－1

電気通信技術の基礎

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 図１に示す回路において、抵抗Ｒ に流れる電流Ｉは、 (ア) アンペアである。ただし、４

電池の内部抵抗は無視するものとする。 (５点)

① ５ ② ６ ③ ９ ④ １０ ⑤ １５

図１

(２) 図２に示す回路において、端子ａ－ｃ間の電圧が１２ボルト、端子ｃ－ｂ間の電圧が９ボル

トであった。このとき、端子ａ－ｂ間に加えた交流電圧は、 (イ) ボルトである。(５点)

① ９ ② １０ ③ １２ ④ １５ ⑤ ２１

図２

(３) 平行に置かれた２本の電線に、互いに反対方向の直流電流を流すと、電線間において相互に

(ウ) する電磁力が発生する。 (５点)

① 反 発 ② 交 差 ③ 回 転 ④ 振 動 ⑤ 吸 引

(４) 正弦波交流回路において、電圧の実効値をＥボルト、電流の実効値をＩアンペア、電圧と電

流の位相差をθラジアンとすると、この回路の無効電力は、 (エ) バールである。(５点)

① ＥＩ ② ＥＩtanθ ③ ＥＩ(１－cosθ)

④ ＥＩcosθ ⑤ ＥＩsinθ

ｂａ

ＸＬＲ ｃ

Ｒ４＝３ ΩIＥ＝９０ Ｖ

Ｒ１＝８ Ω Ｒ２＝６ Ω

Ｒ３＝１０ Ω



Ａ－2

第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) サイリスタは、ｐ形とｎ形の半導体を交互に二つ重ねたｐｎｐｎの４層構造を基本とした半

導体 (ア) 素子であり、シリコン制御整流素子ともいわれる。 (４点)

① 受 光 ② スイッチング ③ 発 光

④ 圧 電 ⑤ フィルタリング

Ｉ(２) 図１に示すトランジスタ増幅回路においてベース－エミッタ間に正弦波の入力信号電圧Ｖ

を加えたとき、コレクタ電流Ｉ が図２に示すように変化した。Ｉ とコレクタ－エミッタ間Ｃ Ｃ

の電圧Ｖ との関係が図３に示すように表されるとき、Ｖ の振幅を４０ミリボルトとすれば、ＣＥ Ｉ

電圧増幅度は、 (イ) である。 (４点)

① ２０ ② ３０ ③ ４０ ④ ５０ ⑤ ６０

(３) トランジスタ増幅回路において出力信号を取り出す場合、 (ウ) を通して直流分をカッ

トし、交流分のみを取り出す方法がある。 (４点)

① コンデンサ ② コイル ③ 変調回路 ④ 抵 抗 ⑤ 平滑回路

(４) トランジスタによる増幅回路を構成する場合のバイアス回路は、トランジスタの (エ)

の設定を行うのに必要な直流電流を供給するために用いられる。 (４点)

① 発振周波数 ② 遮断周波数 ③ 飽和点 ④ 動作点 ⑤ 降伏電圧

(５) ベース接地トランジスタ回路において、コレクタ－ベース間の電圧Ｖ を一定にして、エＣＢ

ミッタ電流を２ミリアンペア変化させたところ、コレクタ電流が１.９６ミリアンペア変化し

た。このトランジスタ回路の電流増幅率は、 (オ) である。 (４点)

① ０.０６ ② ０.９７ ③ ０.９８ ④ １.０２ ⑤ １.０４

図２ 図３図１
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第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 図１、図２及び図３に示すベン図において、Ａ、Ｂ及びＣが、それぞれの円の内部を表すとき、

図１、図２及び図３の斜線部分を示すそれぞれの論理式の論理和は、 (ア) と表すことが

できる。 (５点)

① Ａ･Ｂ･Ｃ ② Ａ･Ｂ･Ｃ＋Ａ･Ｂ･Ｃ

③ Ａ･Ｂ＋Ａ･Ｃ＋Ｂ･Ｃ ④ Ａ･Ｂ＋Ｂ･Ｃ＋Ｂ･Ｃ

⑤ Ａ･Ｃ＋Ｂ･Ｃ＋Ａ･Ｂ･Ｃ

図１ 図２ 図３

(２) 表に示す１６進数のＸ 、Ｘ を用いて、計算式(加算)Ｘ ＝ Ｘ ＋Ｘ からＸ を求め、１ ２ ０ １ ２ ０

これを１６進数で表すと、 (イ) になる。 (５点)

① １Ｃ８０６ ② １Ｄ２Ａ６ ③ １Ｄ８Ａ６

④ ２９９７２ ⑤ ２９９６Ｃ

１６進数

Ｘ ＝ Ｄ８ＥＡ１

Ｘ ＝ Ｆ９ＢＣ２

ＣＢ

Ａ

ＣＢ

Ａ

ＣＢ

Ａ
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(３) 図４に示す論理回路は、ＮＡＮＤゲートによるフリップフロップ回路である。入力ａ及びｂ

に図５に示す入力がある場合、図４の出力ｃは、図５の出力のうち (ウ) である。(５点)

① ｃ１ ② ｃ２ ③ ｃ３ ④ ｃ４ ⑤ ｃ５ ⑥ ｃ６

図４

図５

(４) 次の論理関数Ｘは、ブール代数の公式等を利用して変形し、簡単にすると、 (エ) になる。

(５点)

Ｘ ＝ (Ａ＋Ｂ)･(Ａ＋Ｃ＋Ａ＋Ｂ)

① ０ ② Ａ＋Ｂ ③ Ａ＋Ｃ ④ Ａ･Ｃ＋Ａ･Ｂ ⑤ Ａ･Ｂ･Ｃ＋Ａ･Ｂ
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出力 d
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第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 図において電気通信回線への入力電力が４８ミリワット、その伝送損失が１キロメートル

当たり０.８デシベル、増幅器の利得が３０デシベルのとき、負荷抵抗Ｒ で消費する電力は、１

(ア) ミリワットである。ただし、変成器は理想的なものとし、入出力各部のインピーダ

ンスは整合しているものとする。 (５点)

① ２４ ② ４８ ③ ９６ ④ １２０ ⑤ ２４０

(２) 同軸ケーブルは、一般的に使用される周波数帯において信号の周波数が４倍になると、その

伝送損失は、約 (イ) 倍になる。 (５点)

１① ② ２ ③ ４ ④ ８ ⑤ １６４

(３) 漏話について述べた次の二つの記述は、 (ウ) 。 (５点)

Ａ 誘導回線の信号が被誘導回線に現れる漏話のうち、誘導回線の信号の伝送方向を正の方向

とし、その反対方向を負の方向とすると、正の方向に現れるものは遠端漏話といわれる。

Ｂ 平衡対ケーブルにおいて電磁結合により生ずる漏話の大きさは、一般に、誘導回線のイン

ピーダンスに反比例する。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(４) 電力線からの誘導作用によって通信線に誘起される誘導電圧には、電磁誘導電圧と静電誘導

電圧がある。このうち、電磁誘導電圧は、一般に、電力線の (エ) に比例する。 (５点)

① インダクタンス ② 電 流 ③ 電 圧

④ コンダクタンス ⑤ 抵 抗

変成器

Ｒ１
発振器 電気通信回線

２５

増幅器

kｍ

600 Ω

Ｒ２

600 Ω

Ｚ１
600 Ω

Ｚ２
300 Ω
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第５問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) デジタル変調方式の一つであるＢＰＳＫは、１シンボル当たり (ア) の情報を伝送でき

る方式である。 (４点)

① １バイト ② ２バイト ③ １ビット ④ ２ビット ⑤ ４ビット

(２) デジタル移動通信などにおける多元接続方式のうち、ユーザごとに異なる符号を割り当て、

スペクトル拡散技術を用いることにより一つの伝送路を複数のユーザで共用する方式は、

(イ) といわれる。 (４点)

① ＣＤＭＡ ② ＣＳＭＡ ③ ＦＤＭＡ ④ ＯＦＤＭＡ ⑤ ＴＤＭＡ

(３) アナログ信号の伝送における減衰ひずみについて述べた次の二つの記述は、 (ウ) 。

(４点)

Ａ 減衰ひずみは、伝送路における信号の減衰量が周波数に対して一定でないために生ずるひ

ずみである。

Ｂ 音声回線における減衰ひずみが大きいと、鳴音が発生したり反響が大きくなるなど、通話

品質の低下の要因となる場合がある。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(４) 光ファイバ増幅器を用いた光中継システムにおいて、光信号の増幅に伴い発生する自然放出

光に起因する (エ) は、受信端におけるＳＮ比の低下など、伝送特性劣化の要因となる。

(４点)

① モード分配雑音 ② ＡＳＥ雑音 ③ 熱雑音

④ 補間雑音 ⑤ 暗電流

(５) マルチモード光ファイバにおいては、光パルスが光ファイバ中を伝搬する間に、その波形に

時間的な広がりが生ずる。この事象は主に (オ) に起因して発生し、信号波形を劣化させ

る支配的要因となる。 (４点)

① 構造分散 ② 材料分散 ③ ブリルアン散乱

④ モード分散 ⑤ ラマン散乱
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端末設備の接続のための技術及び理論

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ 規定された文書ファクシミリ伝送手順では、グループ３ファク.３０として

シミリ端末どうしが公衆交換電話網(ＰＳＴＮ)を経由して接続されると、フェーズＡの呼設定

において、一般に、送信側端末は、ＣＮＧとして断続する (ア) ヘルツのトーンを受信側

端末に向けて送出する。ＣＮＧを受信した受信側端末は、ＣＥＤとして２,１００ヘルツのトー

ンを送信側に向けて送出する。 (４点)

① ７００ ② １,１００ ③ ２,０００ ④ ３,１５０ ⑤ ４,２００

(２) 図はデジタル式ＰＢＸの内線回路のブロック図を示したものである。図中のＷは (イ)

を表す。 (４点)

① リングトリップ回路 ② ２線－４線変換回路 ③ 通話電流供給回路

④ 過電圧保護回路 ⑤ 時分割通話路

(３) デジタル式ＰＢＸの外線応答方式について述べた次の二つの記述は、 (ウ) 。 (４点)

Ａ 外線から特定の内線に着信させる方式のうち、電気通信事業者の交換機にあらかじめ登録

した内線指定番号をＰＢ信号によりＰＢＸで受信する方式は、一般に、モデムダイヤルイン

といわれる。

Ｂ 外線応答方式としてＰＢダイヤルインを用いた場合は、一般に、電気通信事業者が提供す

る発信者番号通知の機能を使ったサービスを利用できない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(４) デジタル電話機がＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースを経由して網に接続され、通話

状態が確立しているとき、デジタル電話機の送話器から入力されたアナログ音声信号は、

(エ) のコーデック回路でデジタル信号に変換される。 (４点)

① ＯＣＵ ② デジタル回線終端装置 ③ デジタル加入者線交換機

④ ＴＡ ⑤ 電話機本体

音
声
情
報

ＸＶ

平
衡
回
路
網

Ｙ
　　(上り)

　　
(下り)

Ｚ

電
話
機

呼
出
信
号

試
験
装
置

監
視
信
号

Ｗ

呼
出
信
号
制
御
回
路

試
験
引
込
み
回
路

　　直流監視回路
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(５) 通信機器は、周辺装置から発生する電磁ノイズの影響を受けることがある。ＪＩＳ Ｃ

６００５０－１６１：１９９７ＥＭＣに関するＩＥＶ用語では、電磁妨害が存在する環境で、

機器、装置又はシステムが性能低下せずに動作することができる能力を、 (オ) と規定し

ている。 (４点)

① 電磁感受性 ② 電磁エミッション ③ 妨害電磁界強度

④ 電磁遮蔽 ⑤ イミュニティ

第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおける機能群の一つであるＮＴ１の機能などにつ

いて述べた次の記述のうち、正しいものは、 (ア) である。 (４点)

① ＮＴ１は、インタフェース変換の機能を有しており、Ｘシリーズ端末を接続できる。

② ＮＴ１は、フレーム同期の機能を有している。

③ ＮＴ１の具体的な装置の一つとして、ＰＢＸがある。

④ ＮＴ１は、レイヤ２及びレイヤ３のプロトコル処理機能を有している。

⑤ ＴＴＣ標準では、基本インタフェース用のメタリック加入者線伝送方式はエコー

キャンセラ方式を標準としている。

(２) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースのレイヤ１において、特定ビットパターンで構成さ

れるＩＮＦＯといわれる信号を用いてＴＥとＮＴ間で行われる手順であり、通信の必要が生じた

場合にのみインタフェースを活性化し、必要のない場合には不活性化する手順は、 (イ)

の手順といわれる。 (４点)

① 開通・遮断 ② 接続・解放 ③ 設定・解除

④ 起動・停止 ⑤ 応答・切断

(３) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおけるレイヤ２では、バス配線に接続されている

一つ又は複数の端末を識別するために、 (ウ) が用いられる。 (４点)

① ＨＤＬＣ ② Ｘ.２５ ③ ＴＥＩ ④ ＵＩ ⑤ ＳＡＰＩ

(４) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおける回線交換モードでは、通信中の端末を別の

ジャックに差し込んで通信を再開する場合などに呼中断／呼再開手順が用いられる。この手順

の特徴について述べた次の二つの記述は、 (エ) 。 (４点)

Ａ 中断呼に割り当てられた呼識別は、呼の中断状態の間に同一インタフェース上の他の中断

呼には適用されない。

Ｂ 呼の再開時には、中断呼がそれまで使っていた呼番号がそのまま利用される。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない
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(５) １.５メガビット／秒方式のＩＳＤＮ一次群速度ユーザ・網インタフェースを用いた通信の特

徴などについて述べた次の記述のうち、誤っているものは、 (オ) である。 (４点)

① １回線の伝送速度は、１.５４４メガビット／秒である。

② ビット誤り検出にはＣＲＣを用いている。

③ ＤＳＵに接続される端末(ルータなど)は、ＰＲＩを備えている。

④ 複数端末が同時に情報を転送するときの手順として、Ｄチャネル競合制御手順を

有している。

⑤ ＤＳＵとＴＥの間は、ポイント・ツー・ポイントの配線構成を採る。

第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) ある時間の間に出回線群で運ばれた呼量は、同じ時間内にその出回線群で運ばれた呼の平均

回線保留時間中における (ア) の値に等しい。 (４点)

① 待ち呼数 ② 最大呼数 ③ 呼数密度 ④ 平均呼数 ⑤ 損失呼数

(２) アーランの損失式は、出回線数をｎ回線、生起呼量をａアーラン、呼損率をＢとしたとき、

Ｂ＝ (イ) と表される。 (４点)

n na a a a２
1+ + +…+

n! 1! 2! n!
① ②n na a a a２

1+ + +…+
1! 2! n! n!

ａ ａn n n n２
1+ + +…+

a! 1! 2! a!
③ ④ａ ａn n n n２

1+ + +…+
1! 2! a! a!

(３) 出回線数が４０回線の回線群について、使用中の出回線数を３分ごとに調査したところ、表

に示す結果が得られた。この回線群の調査時間中における出線能率は、 (ウ) パーセント

とみなすことができる。 (４点)

調 査 時 刻 9:00 9:03 9:06 9:09 9:12 9:15 9:18 9:21 9:24 9:27 9:30

使用中の出回線数 ８ １５ ５ ６ ９ ５ ７ ７ ６ １２ ８

① ５ ② ８ ③ ２０ ④ ２２ ⑤ ２４

(４) ＩＰｖ４において、グローバルＩＰアドレスとプライベートＩＰアドレスを相互変換する機

能は、一般に、 (エ) といわれ、プライベートネットワークの保護といったセキュリティ

面での利点を有している。 (４点)

① ＩＤＳ ② ＤＭＺ ③ ＮＡＴ ④ ＳＳＬ ⑤ ＴＬＳ

(５) 公開鍵暗号であるＲＳＡ暗号の安全性は、 (オ) の数学的困難性に基づいている。

(４点)

① 排他的論理和演算 ② 微分・積分 ③ ハッシュ化処理

④ 離散対数問題 ⑤ 素因数分解
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第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) アクセス系線路設備に用いられるメタリック平衡対ケーブルの特徴について述べた次の二つ

の記述は、 (ア) 。 (４点)

Ａ ＣＣＰケーブルは、色分けによる心線識別を容易にするため着色したポリエチレンを心線

被覆に用いており、一般に、架空区間に適用されている。

Ｂ ＰＥＣケーブルは、ポリエチレンと比較して誘電率が大きいポリ塩化ビニルを心線被覆に

用いており、一般に、地下区間に適用されている。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(２) デジタル式テスタを用いて、直流２００ボルトレンジ、分解能０.１ボルトで読取値が

１００.０ボルトであったとき、誤差の範囲が最も小さいテスタは、確度が (イ) のテスタ

である。ただし、rdgは読取値、dgtは最下位桁の数字を表すものとする。 (４点)

① ±(０.１％rdg＋８dgt) ② ±(０.２％rdg＋７dgt)

③ ±(０.３％rdg＋５dgt) ④ ±(０.５％rdg＋２dgt)

⑤ ±(０.７％rdg＋１dgt)

(３) 図は、アンダーカーペット配線方式によるボタン電話装置の設置工事に用いられる対数が

１０Ｐの通信用フラットケーブルの断面の概略を示したものである。この通信用フラットケー

ブルの対番号１０を使用して内線電話機と接続する場合は、心線の絶縁体の色が (ウ) の

対を選定する。 (４点)

① 赤及び白 ② 赤及び茶 ③ 紫及び白 ④ 紫及び茶 ⑤ 茶及び黒

(４) デジタル式ＰＢＸの主装置と内線端末であるグループ３(Ｇ３)ファクシミリ装置及びＩＳＤＮ

端末との接続工事において、一般に、 (エ) で主装置のそれぞれ対応する内線ユニットに

接続される。 (４点)

① Ｇ３ファクシミリ装置は２線式、ＩＳＤＮ端末は４線式

② Ｇ３ファクシミリ装置は４線式、ＩＳＤＮ端末は２線式

③ Ｇ３ファクシミリ装置及びＩＳＤＮ端末は、いずれも２線式

④ Ｇ３ファクシミリ装置及びＩＳＤＮ端末は、いずれも４線式

⑤ Ｇ３ファクシミリ装置及びＩＳＤＮ端末は、いずれもカスケード(多段)接続

(５) デジタル式ＰＢＸの機能確認試験のうち、 (オ) 試験では、登録されているコードレス

電話機(子機)で移動しながら通信を行った場合、通信中の接続装置から最寄りの接続装置に回

線を切り替えながら通信が継続できることを確認する。 (４点)

① オートレリーズ ② ページング ③ ＴＣＨ切替

④ ダイレクトインライン ⑤ ハンドオーバ

遮蔽テープ

対番号１

絶縁体

対番号８ 対番号９ 対番号１０

中間被覆

接地線

銅線
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第５問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおけるバス配線の工事試験において、ＤＳＵから

端末機器までのバス配線の送信線(ＴＡ／ＴＢ)の極性を確認するには、テスタの (ア) 測

定機能を用いる方法がある。 (４点)

① 真の実効値 ② 交流電圧 ③ 直流電圧

④ リラティブ ⑤ キャパシタンス

(２) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおいて、バス配線上の終端抵抗の数を確認するた

め、ＤＳＵと端末機器を全て取り外してバス配線とモジュラジャックのみとし、送信線(ＴＡ／

ＴＢ)間の終端抵抗値をＤＳＵに接続されていた側から測定したところ２５オームであった。こ

のことから、送信線には終端抵抗付きモジュラジャックが (イ) 個、取り付けられている

と判断できる。ただし、バス配線は正しく、測定値は終端抵抗のみの値とし、モジュラジャッ

クには正規の終端抵抗が取り付けられているものとする。 (４点)

① １ ② ２ ③ ３ ④ ４ ⑤ ５

(３) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおける工事試験での給電電圧の測定値として、

レイヤ１停止状態で測定したＤＳＵの端末機器側インタフェースのＴ線－Ｒ線間の給電電圧

(ウ) ボルトは、ＴＴＣ標準で要求される電圧規格値の範囲内である。 (４点)

① ３０ ② ４０ ③ ５０ ④ ６０ ⑤ ７０

(４) ＪＩＳ Ｑ ９０２４：２００３マネジメントシステムのパフォーマンス改善－継続的改善の

手順及び技法の指針に規定されている、数値データを使用して継続的改善を実施するために利

用される技法について述べた次の二つの記述は、 (エ) 。 (４点)

Ａ チェックシートは、作業の点検漏れを防止することに使用でき、また、層別データの記録

用紙として用いて、パレート図及び特性要因図のような技法に使用できるデータを提供する

こともできる。

Ｂ 計測値の存在する範囲を幾つかの区間に分けた場合、各区間を底辺とし、その区間に属す

る測定値の度数に比例する面積を持つ長方形を並べた図は、帯グラフといわれる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(５) 図に示すアローダイアグラムにおいて、作業Ｃを１日、作業Ｈを２日、作業Ｊを２日、それ

ぞれ短縮できるとき、クリティカルパスの所要日数は (オ) 日短縮できる。 (４点)

① １ ② ２ ③ ３ ④ ４ ⑤ ５

作業Ｇ

作業Ｊ

作業Ｈ

４日 ４日

５日

作業Ｃ

２日

２日

作業Ｆ

作業Ｂ

４日

５日

作業Ｉ作業Ａ

３日

２日

作業Ｅ

作業Ｄ
１ ２

３

４

５ ６ ８

７
７日
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端末設備の接続に関する法規

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢電気通信事業法｣又

は｢電気通信事業法施行規則｣に規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。

(小計２０点)

(１) 電気通信事業法に規定する｢工事担任者資格者証｣について述べた次の文章のうち、正しいも

のは、 (ア) である。 (４点)

① 総務大臣は、工事担任者試験に合格した者と同等以上の知識及び技能を有すると電

気通信事業者が認定した者に対し、工事担任者資格者証を交付する。

② 総務大臣は、工事担任者資格者証の交付を受けようとする者の養成課程で、指定試

験機関が総務省令で定める基準に適合するものであることの認定をしたものを修了し

た者に対し、工事担任者資格者証を交付する。

③ 総務大臣は、電気通信事業法の規定により工事担任者資格者証の返納を命ぜられ、

その日から２年を経過しない者に対しては、工事担任者資格者証の交付を行わないこ

とができる。

④ 総務大臣は、電気通信事業法の規定により罰金以上の刑に処せられ、その執行を終

わり、又はその執行を受けることがなくなった日から２年を経過しない者に対しては、

工事担任者資格者証の交付を行わないことができる。

(２) 電気通信事業法に規定する｢電気通信事業の登録｣及び｢管理規程｣について述べた次の二つの

文章は、 (イ) 。 (４点)

Ａ 電気通信事業を営もうとする者は、総務大臣の登録を受けなければならない。ただし、そ

の者の設置する電気通信回線設備の規模及び当該電気通信回線設備を設置する区域の範囲が

総務省令で定める基準を超えない場合は、この限りでない。

Ｂ 電気通信事業者は、総務省令で定めるところにより、事業用電気通信設備の管理規程を定

め、電気通信事業の開始前に、総務大臣の認可を受けなければならない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) 電気通信事業法の｢表示が付されていないものとみなす場合｣において、登録認定機関による

技術基準適合認定を受けた端末機器であって電気通信事業法の規定により表示が付されている

ものが総務省令で定める技術基準に適合していない場合において、総務大臣が電気通信回線設

備を利用する (ウ) の通信への妨害の発生を防止するため特に必要があると認めるときは、

当該端末機器は、同法の規定による表示が付されていないものとみなすと規定されている。

(４点)

① 重要通信を行う公共機関 ② 特定の端末設備 ③ 他の利用者

④ 特定の自営電気通信設備 ⑤ 他の電気通信事業者

(４) 電気通信事業法施行規則に規定する緊急に行うことを要する通信について述べた次の二つの

文章は、 (エ) 。 (４点)

Ａ 治安の維持のため緊急を要する事項を内容とする通信であって、警察機関と海上保安機関

との間において行われるものは規定に該当する通信である。

Ｂ 国会議員又は地方公共団体の長若しくはその議会の議員の選挙の執行又はその結果に関し、

緊急を要する事項を内容とする通信であって、選挙管理機関相互間において行われるものは

規定に該当する通信である。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない
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(５) 電気通信回線設備を設置する電気通信事業者は、 (オ) 場合その他電気通信役務の円滑

な提供に支障がある場合において必要と認めるときは、利用者に対し、その端末設備の接続が

電気通信事業法の規定に基づく総務省令で定める技術基準に適合するかどうかの検査を受ける

べきことを求めることができる。この場合において、当該利用者は、正当な理由がある場合そ

の他総務省令で定める場合を除き、その請求を拒んではならない。 (４点)

① 端末設備に異常がある

② 端末設備の接続により経営が困難になる

③ 端末系伝送路設備が端末設備に障害を及ぼす

④ 端末設備に緊急通報機能を備えていない

⑤ 端末設備の使用により不当な差別的取扱いを行うおそれがある

第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢工事担任者規則｣、

｢端末機器の技術基準適合認定等に関する規則｣又は｢有線電気通信法｣に規定する内容に照らして

最も適したものを選び、その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 工事担任者規則に規定する｢資格者証の種類及び工事の範囲｣について述べた次の文章のうち、

正しいものは、 (ア) である。 (４点)

① 第一級デジタル通信の工事担任者は、デジタル伝送路設備に端末設備等を接続する

ための工事及び総合デジタル通信用設備に端末設備等を接続するための工事を行い、

又は監督することができる。

② 第二級デジタル通信の工事担任者は、デジタル伝送路設備に端末設備等を接続する

ための工事のうち、接続点におけるデジタル信号の入出力速度が毎秒６４キロビット

以下であって、主としてインターネットに接続するための回線に係るものに限る工事

を行い、又は監督することができる。ただし、総合デジタル通信用設備に端末設備等

を接続するための工事を除く。

③ 第一級アナログ通信の工事担任者は、アナログ伝送路設備に端末設備等を接続する

ための工事及び総合デジタル通信用設備に端末設備等を接続するための工事を行い、

又は監督することができる。

④ 第二級アナログ通信の工事担任者は、アナログ伝送路設備に端末設備等を接続する

ための工事のうち、端末設備等に収容される電気通信回線の数が１０以下のものに限

る工事を行い、又は監督することができる。また、総合デジタル通信用設備に端末設

備等を接続するための工事のうち、総合デジタル通信回線の数が基本インタフェース

で１０以下のものに限る工事を行い、又は監督することができる。

(２) 工事担任者規則に規定する｢資格者証の交付｣及び｢資格者証の再交付｣について述べた次の

二つの文章は、 (イ) 。 (４点)

Ａ 工事担任者資格者証の交付を受けた者は、事業用電気通信設備の接続に関する知識及び技

術の向上を図るように努めなければならない。

Ｂ 工事担任者は、氏名に変更を生じたときは、別に定める様式の申請書に、資格者証、写真

１枚及び氏名の変更の事実を証する書類を添えて、総務大臣に提出しなければならない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない
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(３) 端末機器の技術基準適合認定等に関する規則に規定する、端末機器の技術基準適合認定番号

について述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (ウ) である。 (４点)

① 移動電話用設備(インターネットプロトコル移動電話用設備を除く。)に接続される

端末機器に表示される技術基準適合認定番号の最初の文字は、Ａである。

② 専用通信回線設備に接続される端末機器に表示される技術基準適合認定番号の最初

の文字は、Ｂである。

③ 総合デジタル通信用設備に接続される端末機器に表示される技術基準適合認定番号

の最初の文字は、Ｃである。

④ デジタルデータ伝送用設備に接続される端末機器に表示される技術基準適合認定番

号の最初の文字は、Ｄである。

⑤ インターネットプロトコル移動電話用設備に接続される端末機器に表示される技術

基準適合認定番号の最初の文字は、Ｆである。

(４) 有線電気通信法の｢技術基準｣において、有線電気通信設備(政令で定めるものを除く。)の技

術基準により確保されなければならない事項の一つとして、有線電気通信設備は、 (エ)

ようにすることが規定されている。 (４点)

① 重要通信に妨害を与えないよう、他の通信の一部を制限し、又は停止できる

② 重要通信に付される識別符号を認識できる

③ 電気通信事業者の設置する電気通信回線設備と利用者の接続する端末設備との責任

の分界が明確である

④ 他人の設置する有線電気通信設備に妨害を与えない

⑤ 通信の秘密の確保に支障を与えない

(５) 有線電気通信設備(その設置について総務大臣に届け出る必要のないものを除く。)を設置し

た者は、有線電気通信の方式の別、設備の設置の場所又は (オ) に係る事項を変更しよう

とするときは、変更の工事の開始の日の２週間前まで(工事を要しないときは、変更の日から

２週間以内)に、その旨を総務大臣に届け出なければならない。 (４点)

① 設備の概要 ② 役務の提供条件 ③ 工事の実施体制

④ 設置の目的 ⑤ 接続の技術基準

第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢端末設備等規則｣に

規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 用語について述べた次の文章のうち、正しいものは、 (ア) である。 (４点)

① アナログ電話端末とは、端末設備であって、アナログ電話用設備に接続される点に

おいてモジュラジャック式の接続形式で接続されるものをいう。

② インターネットプロトコル移動電話端末とは、端末設備であって、インターネット

プロトコル移動電話用設備又はデジタルデータ伝送用設備に接続されるものをいう。

③ デジタルデータ伝送用設備とは、電気通信事業の用に供する電気通信回線設備であっ

て、主として６４キロビット毎秒を単位とするデジタル信号の伝送速度により、符号、

音声その他の音響又は影像を統合して伝送交換することを目的とする電気通信役務の

用に供するものをいう。

④ 専用通信回線設備とは、電気通信事業の用に供する電気通信回線設備であって、優

先順位の高い者に当該設備を専用させる電気通信役務の用に供するものをいう。

⑤ 制御チャネルとは、移動電話用設備と移動電話端末又はインターネットプロトコル

移動電話端末の間に設定され、主として制御信号の伝送に使用する通信路をいう。
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(２) 責任の分界及び安全性等について述べた次の二つの文章は、 (イ) 。 (４点)

Ａ 利用者の接続する端末設備は、事業用電気通信設備との責任の分界を明確にするため、事

業用電気通信設備との間に分界点を有しなければならない。

Ｂ 通話機能を有する端末設備は、通話中に受話器から過大な誘導雑音が発生することを防止

する機能を備えなければならない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) ｢配線設備等｣において、配線設備等の電線相互間及び電線と大地間の絶縁抵抗は、直流

(ウ) ボルト以上の一の電圧で測定した値で１メガオーム以上でなければならないと規定

されている。 (４点)

① １００ ② １５０ ③ ２００ ④ ３００ ⑤ ６００

(４) 利用者が端末設備を事業用電気通信設備に接続する際に使用する線路及び保安器その他の機

器と強電流電線との関係については、 (エ) の規定に適合するものでなければならない。

(４点)

① 電気通信事業法施行令 ② 有線電気通信設備令

③ 電気通信事業法施行規則 ④ 事業用電気通信設備規則

⑤ 端末機器の技術基準適合認定等に関する規則

(５) ｢端末設備内において電波を使用する端末設備｣において、当該の端末設備は、次の条件に適

合するものでなければならないと規定されている。

使用される無線設備は、 (オ) 筐体に収められており、かつ、容易に開けることができ
きょう

ないこと。ただし、総務大臣が別に告示するものについては、この限りでない。 (４点)

① 金属製の ② 密閉した ③ 堅ろうな ④ 一の ⑤ 可搬型の

第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢端末設備等規則｣に

規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) アナログ電話端末の｢発信の機能｣、｢直流回路の電気的条件等｣又は｢緊急通報機能｣について

述べた次の文章のうち、正しいものは、 (ア) である。 (４点)

① 発信に際して相手の端末設備からの応答を自動的に確認する場合にあっては、電気

通信回線からの応答が確認できない場合選択信号送出終了後３分以内に直流回路を開

くものであること。

② 自動再発信を行う場合(自動再発信の回数が１５回以内の場合を除く。)にあっては、

その回数は最初の発信から２分間に３回以内であること。この場合において、最初の

発信から２分を超えて行われる発信は、別の発信とみなす。

なお、この規定は、火災、盗難その他の非常の場合にあっては、適用しない。

③ 直流回路を開いているときのアナログ電話端末の呼出信号受信時における直流回路

の静電容量は、１マイクロファラド以下であり、インピーダンスは、７５ボルト、

１６ヘルツの交流に対して２キロオーム以上でなければならない。

④ 直流回路を開いているときのアナログ電話端末の直流回路の直流抵抗値は、１メガ

オーム以上でなければならない。

⑤ アナログ電話端末であって、通話の用に供するものは、電気通信番号規則別表に掲

げる緊急通報番号を使用した警察機関、報道機関又は消防機関への通報を発信する機

能を備えなければならない。
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(２) アナログ電話端末の選択信号が押しボタンダイヤル信号である場合、信号送出電力の許容範

囲として規定されている (イ) は、５デシベル以内であり、かつ、低群周波数の電力が高

群周波数の電力を超えないものでなければならない。 (４点)

① 雑音レベル差 ② ２周波電力差 ③ 反射損失

④ 最大信号レベル ⑤ 信号減衰量

(３) アナログ電話端末の４キロヘルツまでの送出電力の許容範囲は、通話の用に供する場合を除

き、平衡 (ウ) オームのインピーダンスを接続して測定した値を絶対レベルで表した値と

して、平均レベル(端末設備の使用状態における平均的なレベル(実効値))で－８dＢm以下で、

かつ、最大レベル(端末設備の送出レベルが最も高くなる状態でのレベル(実効値))で０dＢmを

超えないものでなければならない。 (４点)

① ５０ ② １００ ③ ２００ ④ ４００ ⑤ ６００

(４) 直流回路を閉じているときのアナログ電話端末の直流回路の直流抵抗値は、２０ミリアンペア

以上１２０ミリアンペア以下の電流で測定した値で５０オーム以上３００オーム以下でなけれ

ばならない。ただし、直流回路の直流抵抗値と電気通信事業者の交換設備からアナログ電話端

末までの線路の直流抵抗値の和が (エ) の場合にあっては、この限りでない。 (４点)

① ３０オーム以上１,５００オーム以下

② ５０オーム以上１,７００オーム以下

③ ７０オーム以上１,９００オーム以下

④ １００オーム以上２,０００オーム以下

⑤ １２０オーム以上２,２００オーム以下

(５) 総合デジタル通信端末は、発信に際して相手の端末設備からの応答を自動的に確認する場

合にあっては、電気通信回線からの応答が確認できない場合呼設定メッセージ送出終了後

２分以内に (オ) を送出する機能を備えなければならない。 (４点)

① 呼切断用メッセージ ② 切断信号 ③ 終話信号

④ 通信終了メッセージ ⑤ 制御信号

第５問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢有線電気通信設備

令｣、｢有線電気通信設備令施行規則｣、｢不正アクセス行為の禁止等に関する法律｣又は｢電子署名

及び認証業務に関する法律｣に規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。

ただし、 内の同じ記号は、同じ解答を示す。 (小計２０点)

(１) 有線電気通信設備令に規定する用語について述べた次の文章のうち、正しいものは、

(ア) である。 (４点)

① 絶縁電線とは、絶縁物及び保護物で被覆されている電線をいう。

② ケーブルとは、光ファイバ以外の絶縁物のみで被覆されている電線をいう。

③ 音声周波とは、周波数が２００ヘルツを超え、３,５００ヘルツ以下の電磁波をいい、

高周波とは、周波数が３,５００ヘルツを超える電磁波をいう。

④ 線路とは、送信の場所と受信の場所との間に設置されている電線及びこれに係る中

継器その他の機器をいい、これらを支持し、又は保蔵するための工作物を除く。

⑤ 平衡度とは、通信回線の中性点と大地との間の漏話電力と通信回線の端子間の漏話

電力との比をデシベルで表わしたものをいう。
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(２) 有線電気通信設備令に規定する｢架空電線と他人の設置した架空電線等との関係｣について述

べた次の二つの文章は、 (イ) 。 (４点)

Ａ 架空電線は、他人の建造物との離隔距離が６０センチメートル以下となるように設置して

はならない。ただし、その他人の承諾を得たときは、この限りでない。

Ｂ 架空電線は、架空強電流電線と交差するとき、又は架空強電流電線との水平距離がその架

空電線若しくは架空強電流電線の支持物のうちいずれか低いものの高さに相当する距離以下

となるときは、総務省令で定めるところによらなければ、設置してはならない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) 有線電気通信設備令施行規則の｢架空電線の高さ｣において、架空電線が鉄道又は軌道を横断

するときは、軌条面から (ウ) メートル(車両の運行に支障を及ぼすおそれがない高さが

(ウ) メートルより低い場合は、その高さ)以上でなければならないと規定されている。

(４点)

① ３.８ ② ４.５ ③ ５ ④ ６ ⑤ ７.５

(４) 不正アクセス行為の禁止等に関する法律に規定する事項について述べた次の二つの文章は、

(エ) 。ただし、各文章中の特定電子計算機とは、電気通信回線に接続している電子計算

機をいい、特定利用とは、特定電子計算機の利用(当該電気通信回線を通じて行うものに限る。)

をいう。 (４点)

Ａ アクセス管理者とは、特定電子計算機の特定利用につき当該特定利用に係る利用権者の許

諾を得た者をいう。

Ｂ アクセス制御機能を有する特定電子計算機に電気通信回線を通じて当該アクセス制御機能

による特定利用の制限を免れることができる情報(識別符号であるものを除く。)又は指令を

入力して当該特定電子計算機を作動させ、その制限されている特定利用をし得る状態にさせ

る行為(当該アクセス制御機能を付加したアクセス管理者がするもの及び当該アクセス管理者

の承諾を得てするものを除く。)は、不正アクセス行為に該当する。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(５) 電子署名及び認証業務に関する法律は、電子署名に関し、電磁的記録の真正な (オ) 、

特定認証業務に関する認定の制度その他必要な事項を定めることにより、電子署名の円滑な利

用の確保による情報の電磁的方式による流通及び情報処理の促進を図り、もって国民生活の向

上及び国民経済の健全な発展に寄与することを目的とする。 (４点)

① 成立の推定 ② 利用の確認 ③ 使用の認可

④ 基準の適用 ⑤ 個人の認証



 

試験問題についての特記事項 

 

(1)  試験問題に記載されている製品名は、それぞれ各社の商標又は登録商標です。 
なお、試験問題では、  及び TM を明記していません。 

 
(2)  問題文及び図中などで使用しているデータは、全て架空のものです。 

 
(3)  論理回路の記号は、ＭＩＬ記号を用いています。 
 
(4)  試験問題では、常用漢字を使用することを基本としていますが、次の例に示す専門的用語などについては、 

常用漢字以外も用いています。 
       ［例］ ・迂回(うかい) ・筐体(きょうたい) ・輻輳(ふくそう) ・撚り(より) ・漏洩(ろうえい) など 

 
(5) バイト〔Byte〕は、デジタル通信において情報の大きさを表すために使われる単位であり、一般に、２進数の 

８桁、８ビット〔bit〕です。 
 

(6)  情報通信の分野では、８ビットを表すためにバイトではなくオクテットが使われますが、試験問題では、一般 
に、使われる頻度が高いバイトも用いています。 

 
(7)  試験問題のうち、正誤を問う設問において、句読点の有無など日本語表記上若しくは日本語文法上の誤  

りだけで誤り文とするような出題はしていません。 
  
(8)  法令に表記されている「メグオーム」は、「メガオーム」と同じ単位です。 
 
(9)  法規科目の試験問題において、個別の設問文中の「 」表記は、出題対象条文の条文見出しなどを表して 

います。また、出題文の構成上、必ずしも該当条文どおりには表記しないで該当条文中の(   )表記箇所  
の省略や部分省略などしている場合がありますが、(   )表記の省略の有無などだけで正誤を問うような出題は 
していません。 
 

   (10) 法規科目の試験問題の解答に当たっては、各問い及び各解答群に記載されている内容以外は考慮しない 
ものとします。 

 


